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与
野
党
３
党
（
自
民
、
公
明
、

国
民
民
主
）が
協
議
し
て
い
る

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
地
方
の
声
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、地
方

財
政
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

か
ね
な
い
こ
と
を
十
分
に
踏

ま
え
て
、慎
重
な
議
論
の
必
要

性
を
強
く
訴
え
た
。

方
―
を
議
題
に
地
方
六
団
体

代
表
と
石
破
茂
首
相
は
じ
め

関
係
閣
僚
が
協
議
し
た
。

地
方
六
団
体
側
か
ら
は
地

方
税
、地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
に
つ
い
て
着
実
な

増
額
を
求
め
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
要
望
を
伝
え
た
。特
に
令
和

７
年
度
税
制
改
正
に
向
け
て

令
和
6
年
度
第
2
回
国

と
地
方
の
協
議
の
場
が
11
月

27
日
、
首
相
官
邸
で
開
か

れ
、
本
会
か
ら
は
坊
恭
寿
会

長
（
神
戸
市
）
が
出
席
し
た
。

当
日
は
、
▽
新
地
方
創
生

及
び
地
方
分
権
改
革
の
推

進
▽
人
口
減
少
対
策
及
び
若

者
・
女
性
に
も
選
ば
れ
る
地

国と地方の協議の場（令和６年度第2回）の会合の様子（出典：首相官邸ホームページより）

坊
会
長
は
会
議
の
席
上
、

活
力
あ
る
地
方
議
会
の
創
出

と
し
て
早
急
に
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
課
題
と
し
て

▽
主
権
者
教
育
の
推
進
▽
地

方
議
員
の
な
り
手
不
足

の
解
消
―
の
２
点
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
た
。

国
で
は
、
主
権
者
教

育
の
効
果
と
し
て
投
票

率
の
上
昇
を
見
込
ん
で

い
る
が
、
議
会
が
行
う

主
権
者
教
育
は
、
次
代

を
担
う
政
治
家
を
育
て

る
た
め
の
重
要
な
取
組

と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
の
さ

ら
な
る
支
援
を
求
め
た
。

ま
た
、
議
員
の
な
り

手
不
足
問
題
で
は
、
町

村
議
員
選
挙
を
例
に
挙

げ
、
次
の
統
一
選
ま
で

に
実
施
さ
れ
る
町
村
選
挙
で

は
３
分
の
１
が
無
投
票
に
な

る
と
の
予
測
も
あ
り
、民
主
主

義
の
危
機
的
状
況
で
あ
る
と

訴
え
た
。
そ
の
上
で
、会
社
員

か
ら
地
方
議
員
へ
の
転
身
者

が
期
待
さ
れ
る
中
、
議
員
に

な
っ
て
も
切
れ
目
な
く
厚
生

年
金
に
加
入
で
き
る
環
境
整

備
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
た
。

「慎重な議論 」
「着実な増額 」

1 0 3 万 円 の 壁
一 般 財 源 総 額 要 望地方六団体地方六団体

坊 会長発言要旨

活力ある地方
議会の創出

〇議会に対する住民の理解と関心を深める主
権者教育の一層の推進
〇就業者の９割を占める会社員等の被用者が
議員に転身する場合でも、家族の将来や老
後の生活に不安を抱かぬよう厚生年金への
地方議会議員の加入

地方税財政の
充実強化

〇地方創生等の重要課題や人件費の増加、物
価高に対応するため、地方財政の歳出の伸
びを十分確保した上で、地方税・地方交付
税等の一般財源総額の着実な増額
〇「103万円の壁」問題は、地方財政に影響
しないよう慎重な議論

防災・減災対策
〇「防災・減災、国土強靱化のための５か年
加速化対策」の着実に推進とともに緊急防
災・減災事業債の恒久化

地方創生・東京
一極集中の是正

〇東京一極集中が是正されるよう、企業・産
業、交通、大学、省庁移転など様々な分野
における具体的かつ実効性のある取組
〇国家公務員の地域手当の見直しにより、保
育・介護等の福祉人材等の処遇に地域格差
が生じ、東京一極集中が更に加速しないよ
う、必要な財政措置

下請けいじめ
の根絶

〇下請けいじめを許さない姿勢を鮮明に打ち
出し、公正取引委員会による企業間取引の
指導強化・徹底

令 和 6 年 度 第 2 回 国 と 地 方 の 協 議 の 場

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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田口委員長（岡山市）

坊会長（神戸市）

国
と
地
方
の

協
議
の
場
等
に

関
す
る
特
別
委

員
会
（
委
員
長

＝
田
口
裕
士
岡

山
市
議
会
議

長
）
は
11
月
22

日
、
全
国
都
市

会
館
で
第
29
回

委
員
会
を
開
催
。

国
と
地
方
の
協

議
の
場
に
向
け

た
本
会
の
対
応

方
針
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

委
員
会
で
は
、
坊
恭
寿
会

長
（
神
戸
市
会
議
長
）
が
延

期
と
な
っ
て
い
る
第
２
回

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

に
向
け
て
当
日
の
要
望
項
目

を
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
政
府
予
算
編
成

に
合
わ
せ
て
、
12
月
に
開
催

予
定
の
第
３
回
「
国
と
地
方

の
協
議
の
場
」
へ
の
対
応
に

つ
い
て
協
議
し
、
11
月
の
理

事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議

で
採
択
さ
れ
た
会
長
提
出
決

議
を
も
と
に
会
長
か
ら
次
の

よ
う
に
発
言
す
る
こ
と
と
し

た
。石

破
政
権
の
掲
げ
る
地
方

創
生
２・０
の
着
実
な
推
進

や
東
京
圏
一
極
集
中
の
是
正

を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
本
会
が
最
重
要
課

題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
多
様

な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画

促
進
に
つ
い
て
は
、
▽
地
方

政
府
は
11
月

29
日
、
令
和
６

年
度
補
正
予
算

を
閣
議
決
定
し

た
。
一
般
会
計

総
額
は
13
兆
９

４
３
３
億
円
。

補
正
予
算
案

で
は
、「
日
本

経
済
・
地
方
経

済
の
成
長
」
と

し
て
計
上
さ
れ

た
５
兆
７
５
０
５
億
円
の
う

ち
、
新
し
い
地
方
創
生
施
策

（「
地
方
創
生
２・０
」）
の
展

開
と
し
て
１
兆
８
４
０
６
億

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
内
訳
は
、
地
方
交
付
税
交

付
金
の
増
額
に
７
９
２
６
億

円
、
新
し
い
地
方
経
済
・
生

活
環
境
創
生
交
付
金
に
１
０

０
０
億
円
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
ほ
か
、
低
所
得
世
帯

向
け
給
付
金
な
ど
「
物
価
高

の
克
服
」
へ
３
兆
３
８
９
７

億
円
、
能
登
地
域
の
復
旧
・

復
興
、
防
災・減
災
、
国
土
強

靭
化
対
策
な
ど
「
国
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
」
へ
４
兆

７
９
０
９
億
円
が
計
上
さ
れ

た
。

自
治
法
改
正
の
周
知
と
主
権

者
教
育
の
推
進
▽
厚
生
年
金

制
度
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
実
現
な
ど
に
つ
い
て
、

必
要
な
体
制
整
備
や
財
政
措

置
等
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
税
、
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総

額
の
確
保
充
実
を
図
る
こ
と

や
頻
発
す
る
大
規
模
災
害
等

か
ら
の
防
災
・
減
災
対
策
及

び
復
旧
・
復
興
対
策
等
に
つ

い
て
も
求
め
る
こ
と
と
し
た

が
、
今
後
の
税
制
改
正
や
政

府
予
算
編
成
の
状
況
に
よ
り

変
更
の
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
そ
の
際
は
改
め
て
調
整

を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承

し
た
。

協
議
の
後
、
衆
議
院
調
査

局
の
國
廣
勇
人
国
土
交
通
調

査
室
長
か
ら
「
議
会
と
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
の
関
わ
り
方
」
と
題
す

る
講
演
が
あ
っ
た
。

令和 6年度補正予算案
閣議決定

第29回 国と地方の協議の場 特別委第29回 国と地方の協議の場 特別委

協議の場へ向け対応方針協議
三議長会会長 石田PT座長に面談

求める

石田真敏ＰＴ座長（左から2人目）へ要望

本
会
の
坊

恭
寿
会
長

（
神
戸
市
）、

全
国
都
道
府

県
議
会
議
長

会
の
山
本
徹

会
長
（
富
山

県
）、全
国
町

村
議
会
議
長

会
の
渡
部
孝

樹
会
長
（
北

海
道
厚
真

町
）
は
11
月

27
日
、
石
田

真
敏
自
民
党 

地
方
議
会
の

課
題
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
座
長
を

訪
ね
、
三
議
長
会
で
決
定
し

た
「
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議

会
議
員
の
加
入
を
求
め
る
決

議
」
を
踏
ま
え
て
要
望
し
た
。

冒
頭
、
山
本
会
長
が
厚
生

年
金
制
度
は
、
国
、
自
治
体
、

民
間
で
も
適
用
対
象
が
拡
大

さ
れ
、
短
時
間
労
働
者
で
も

厚
生
年
金
に
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

会
社
員
等
が
地
方
議
員
に
転

身
し
て
も
切
れ
目
な
く
厚
生

年
金
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
同
制
度
へ

の
加
入
に
つ
い
て
早
急
に
検

石田真敏ＰＴ座長（中央）へ要望する坊会長

地方議員の厚生年金加入地方議員の厚生年金加入

討
す
る
よ
う
求
め
た
。

坊
会
長
は
、
厚
生
年

金
へ
の
地
方
議
員
の
加

入
を
求
め
る
市
区
議
会

の
意
見
書
の
可
決
状
況

に
触
れ
、
会
長
就
任
当

時
の
可
決
割
合
は
全
国

の
46
％
程
度
だ
っ
た
が
、

全
国
の
市
区
議
会
に
意

見
書
の
提
出
を
働
き
か

け
た
結
果
、
現
在
は
6

割
を
上
回
る
状
況
を
報

告
。
今
後
は
都
道
府
県

議
会
、
町
村
議
会
と
同

様
に
7
割
を
目
指
し
て

取
り
組
む
と
述
べ
た
。
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第第
１
４
９

１
４
９
回
国
会
対
策
委
員
会

回
国
会
対
策
委
員
会

委
員
長
に
古
内
相
模
原
市
議
長

古内委員長（相模原市）

国
会
対
策
委
員
会
は
11
月

28
日
、東
京・全
国
町
村
会
館

で
第
１
４
９
回
委
員
会
を
開

催
。
正
副
委
員
長
の
選
任
を

行
い
、
委
員
長
に
古
内
明
相

模
原
市
議
会
議
長
、
副
委
員

長
に
後
藤
錦
信
大
崎
市
議
会

議
長
、
花
牟
礼
薫
鹿
屋
市
議

会
議
長
が
就
任
し
た
。

委
員
会
で
は
、
要
望
書
に

つ
い
て
協
議
の
上
決
定
し
た

（
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

要
望
書
は
、
▽
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進

▽
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

及
び
地
方
創
生
・
地
方
分
権

の
推
進
―
な
ど
の
６
項
目
か

ら
な
る
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
総

務
省
大
臣
官
房
の
伊
藤
正
志

審
議
官（
税
務
担
当
）が「
地

方
税
制
を
め
ぐ
る
現
状
と
課

後藤副委員長
（大崎市）

花牟礼副委員長
（鹿屋市）

鈴木自民党総務会長（右から8人目）に要望

小野寺自民党政調会長（左から8人目）に要望

島尻自民党総務部会長（左から7人目）に要望

中川公明党税制調査会副会長・総務部会長（左から8人目）、
山本同党総務部会長代理（左から6人目）に要望

坊会長（神戸市）

題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
説

明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
正
副
委

員
長
及
び
各
委
員
は
与
党
幹

部
に
対
し
て
要
望
活
動
を

行
っ
た（
参
加
者
・
要
望
先
は

下
掲
、
写
真
は
左
掲
）。

【要望活動参加者・要望先】
【要望活動参加者（敬称略）】
副＝副議長
委員長＝古内明（相模原市）、副委
員長＝後藤錦信（大崎市）、委員＝
平賀貴幸（網走市）、小屋敷孝（八
戸市）、角掛邦彦（滝沢市）、柄沢均
（柏崎市）、油原信義（龍ケ崎市）、
青山義明（蒲郡市）、奥田英人（橿
原市）、副吉野恭介（鳥取市）、母谷
龍典（広島市）、藤本圭（阿南市）、
水上隆光（菊池市）、瑞慶山良一郎
（沖縄市）、副仲程淳也（浦添市）
【要望先（敬称略）】
鈴木俊一自由民主党総務会長、小野
寺五典同党政務調査会長、島尻安
伊子同党総務部会長、中川康洋公
明党税制調査会副会長・総務部会
長、山本博司同党総務部会長代理

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kokutai/index.html
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【要望先（敬称略）】
▪会 長
新田寛之（小松市議会議長）

▪副会長
小松穂積（男鹿市議会議長）
上田朋和（加賀市議会副議長）
赤沼泰雄（昭島市議会議長）
古市　正（綾瀬市議会議長）
竹森千津（善通寺市議会議長）
吉冨　巧（久留米市議会議長）
松隈清之（鳥栖市議会議長）
中澤良隆（北海道上富良野町議会議長）

▪相談役
坂野　智（千歳市議会議長）

【要望先（敬称略）】
古川直季（総務大臣政務官）
金子容三（防衛大臣政務官）
井上信治（自民党政務調査会長代理）	
木原　稔（自民党安全保障調査会長）
三浦信祐（公明党安全保障部会長）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会（
会
長
＝
新
田
寛
之
小

松
市
議
会
議
長
）
は
11
月
26

日
、令
和
７
年
度
基
地
対
策
関

係
予
算
確
保（
政
府
予
算
編
成

前
）
要
望
活
動
を
実
施
し
、総

務
省
・
防
衛
省
・
国
会
議
員
に

対
し
て
基
地
交
付
金
・
調
整
交

付
金
及
び
基
地
周
辺
対
策
経

費
の
所
要
額
確
保
な
ど
に
つ

い
て
要
望
し
た
（
全
文
は
本

会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

基
地
関
係
予
算

満
額
確
保
へ
向
け
要
望

【要望活動参加者・要望先】【要望活動参加者・要望先】

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

金子防衛大臣政務官（中央）に要望

古川総務大臣政務官（中央）に要望

木原自民党安全保障調査会長（中央）に要望

三浦公明党安全保障部会長（左から５人目）に要望

井上自民党政務調査会長代理（中央）に要望

総
務
省
が
主
催
し
、

本
会
は
じ
め
議
会
三
団

体
が
共
催
す
る
「
地
方

議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
２
４
」
が
11

月
29
日
、
都
内
で
開
催

さ
れ
、「
多
様
な
人
材

が
参
画
す
る
地
方
議
会
の

実
現
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～

課
題
へ
の
取
組
事
例
か
ら

考
え
る
～
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
の
模
様
は
後
日

総
務
省
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ

へ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

地
方
議
会
シ
ン
ポ

２
０
２
４
開
催

https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/shiteitoshi/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/shiteitoshi/index.html
https://www.youtube.com/channel/UCtpSkCb1cb1iwoMuMvVQvHQ
https://www.youtube.com/channel/UCtpSkCb1cb1iwoMuMvVQvHQ
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令
和
6
年
8
月
か
ら
10
月
に
全
国
の
市
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
の

う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数
を
集
計
し
た
（
左
表
）。
今
回
の
記
事
で
は
、
前

回
の
集
計
か
ら
特
に
件
数
が
増
え
た
意
見
書
３
件
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る

（
　 

本
会
Ｗ
ｅ
ｂ
意
見
書
ボ
ッ
ク
ス
）。

（

）

令
和
6
年
8
月
～
10
月

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

	 件　　名	 意見書	 決議	
〇義務教育費国庫負担制度の堅持	 71	 ―
〇自動運転移動サービス等の社会	 55	 ―
			実装に向けた環境整備
〇慢性閉塞性肺疾患（COPD）の	 52	 ―
　潜在的な患者に対する適切な対応
〇教職員定数改善	 43	 ―
〇私学助成の拡充	 38	 ―	
〇国土強靱化に資する社会資本	 34	 ―
　整備等
〇刑事訴訟法の再審規定（再審法）	 34	 ―
　の改正
〇学校給食費の無償化	 33	 1
〇地方財政の充実・強化	 30	 ―
〇少人数学級の推進	 19	 ―
〇厚生年金への地方議会議員の加入	17	 ―
〇地震財特法の延長	 16	 ―
〇選択的夫婦別姓制度の導入	 16	 ―
　【小計】	 407	 1
〇その他	 324	 44	
【総合計】	 731	 45

8 月から 10 月に可決した意見書・決議の状況

※「義務教育費国庫負担制度の堅持」「教職員定
数改善」「少人数学級の推進」のうち複数を求め
る意見書をそれぞれに計上したため、意見書の合
計は小計、総合計の件数と一致しない
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

社
会
実
装
へ
環
境
整
備

社
会
実
装
へ
環
境
整
備

高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い

る
現
在
、
高
齢
者
の
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
は
高
齢
者

の
免
許
自
主
返
納
の
取
組
を

進
め
て
い
る
が
、
一
方
で
免

許
返
納
後
の
移
動
手
段
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
政
府
に
対
し
、

地
方
公
共
団
体
が
高
齢
運
転

者
の
運
転
免
許
返
納
を
安
心

し
て
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
自
動
運
転
移
動

サ
ー
ビ
ス
等
の
社
会
実
装
に

向
け
て
十
分
な
予
算
措
置
や

自
動
運
転
車
両
の
利
活
用
へ

の
環
境
整
備
等
に
向
け
て
以

下
を
要
望
し
て
い
る
。

①
高
齢
者
の
運
転
免
許
返

納
の
促
進
に
伴
う
自
動
運
転

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
お

け
る
、
過
疎
地
域
を
含
む
地

方
公
共
団
体
に
寄
り
添
っ
た

国
の
相
談
窓
口
の
開
設
や
伴

走
型
支
援
体
制
の
整
備

②
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
が

主
体
と
な
っ
て
車
の
操
縦
・

制
御
等
を
行
う
「
レ
ベ
ル

４
」
以
上
の
車
両
の
開
発
の

促
進
な
ど
自
動
運
転
車
両
の

実
用
化
に
向
け
た
環
境
整
備

の
加
速

③
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

潜
在
的
患
者
へ
適
切
対
応

潜
在
的
患
者
へ
適
切
対
応

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
）
と
は
、主
に
た
ば
こ
の

煙
や
Ｐ
Ｍ
２・５
な
ど
の
有
害

物
質
を
吸
入
で
肺
胞
が
破
壊

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る

肺
の
慢
性
疾
患
で
あ
り
、酸
素

の
取
り
込
み
や
二
酸
化
炭
素

の
排
出
機
能
が
低
下
す
る
。治

療
が
困
難
で
あ
る
た
め
重
症

化
前
の
早
期
治
療
と
診
断
が

重
要
だ
が
、国
内
に
は
未
診
断

の
潜
在
的
な
患
者
が
多
く
、早

期
診
断・早
期
治
療
へ
の
取
組

の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

ス
の
導
入
を
検
討
す
る
地
方

公
共
団
体
へ
の
財
政
措
置

こ
の
た
め
、
政
府
に
対
し
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
認
知
度
向
上
及

び
潜
在
的
患
者
の
早
期
診
断

と
早
期
治
療
の
取
組
み
を
強

化
し
、
重
症
化
予
防
対
策
を

適
切
に
進
め
る
た
め
、
以
下

を
要
望
し
て
い
る
。

①
地
域
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
検
査
体
制
の
強
化

地
域
の
医
療
機
関
へ
の
診

断
機
器
の
配
備
支
援
強
化
、

検
査
方
法
の
開
発
と
普
及

②
受
診
勧
奨
対
策
及
び
重
症

化
予
防
対
策
の
推
進

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
重
症
化
・
悪

化
を
抑
え
る
取
組
推
進
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
導

入
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
重
症
化・悪

化
を
抑
え
る
た
め
の
他
疾
患

ワ
ク
チ
ン
接
種
活
用
の
検
討
、

新
規
治
療
薬
開
発
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
強
化

③
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
対
す
る
認
知

度
並
び
に
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
対
す
る
情
報

や
知
識
の
普
及
啓
発
に
関
す

る
幅
広
い
年
齢
層
へ
の
教
育

や
研
修
の
推
進
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
認
知
度
向
上
及
び
死
亡
率

低
下
へ
の
自
治
体
の
活
動
に

対
す
る
財
政
支
援

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

（
再
審
法
）
の
改
正

（
再
審
法
）
の
改
正

現
在
、
冤
罪
被
害
者
救
済

の
た
め
の
再
審
規
定
は
刑
事

訴
訟
法
に
規
定
が
あ
る
も
の

の
、
捜
査
機
関
が
保
有
す
る

証
拠
の
開
示
及
び
利
用
に
関

す
る
規
定
が
な
く
再
審
請
求

が
困
難
で
、
再
審
開
始
決
定

に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申

立
て
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
審
理
の
長
期
化
が
引
き

起
こ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
再
審
請
求
手
続
に

関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
再
審
請
求
者
の
手

続
保
障
が
不
十
分
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、国
に
対
し
、冤

罪
被
害
者
の
速
や
か
な
救
済

の
た
め
、
再
審
法
（
刑
事
訴

訟
法
の
再
審
規
定
）
の
改
正

に
よ
る
下
記
の
事
項
の
実
現

を
要
望
し
て
い
る
。

①
再
審
請
求
手
続
に
お
け

る
捜
査
機
関
が
保
有
す
る
証

拠
の
利
用
を
可
能
と
す
る
こ

と
も
含
め
た
全
面
的
開
示

②
再
審
開
始
決
定
に
対
す

る
検
察
官
の
不
服
申
立
て
の

禁
止③

再
審
請
求
手
続
の
審
理

の
適
正
化
に
資
す
る
規
定
の

整
備
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～人口減少時代にどう対応するか～
アフターコロナの自治体病院

令和 7年

2月7日 (金) 13:30 ～ 16:30

全国自治体病院協議会
J A P A N  M U N I C I P A L  H O S P I T A L  A S S O C I A T I O N

公益社団法人 自治体病院共済会

※意見交換会　17:30 終了予定

地方議会議員セミナー

お問合せ TEL  03-3263-3397■ 開催事務局 E-mail  t-support@jichikyo.co.jp株式会社 自治体病院共済会 トータルサポート推進室 國友・中園

定 員	 先 着 200名
参加費	 無 料　
申込方法	 自治体病院共済会 ウェブサイト
 またはFAXで　こちらから ➡ 

申込方法等

日 程	 令和７年２月７日 (金)　13:30～16:30
場 所	 全国都市会館　大ホール
	 東京都千代田区２丁目４ー２
最寄り駅	 有楽町線「麴町駅」1番出口より徒歩3分	　　　
	 有楽町線・半蔵門線「永田町駅」9b出口より徒歩4分
	 南北線「永田町駅」9a出口より徒歩4分	　　　　　
	 丸ノ内線・銀座線「赤坂見附駅」Ｄ出口（弁慶口）
	 より徒歩7分
	 「四ツ谷駅」麹町口より徒歩15分

日程等

プログラム
・自治体病院の存在意義はどこにあるのか
・激変する地域の医療をめぐる環境
・どのようにして自治体病院の経営を良くするのか

※講演終了後、講師伊関友伸氏、公益社団法人全国自治体病院	
協議会会長・副会長を囲んで意見交換会、名刺交換会を行い	
ます。

講 　師
城西大学経営学部 マネジメント総合学科

　 教授　伊 関 友 伸  氏
1987年埼玉県庁に入庁。県立病院課、社会福祉課、
精神保健総合センター等を経て、2004年城西大
学経営学部准教授に転じ、2011年城西大学経営

学部マネジメント総合学科教授。公立病院関連の各種委員も務
め、自治体病院の経営・改革、地域医療のスペシャリストとして
全国各地の病院を訪問し、経営改善のアドバイスを行っている。
著書に『人口減少・地域消滅時代の自治体病院経営改革」「新型
コロナから再生する自治体病院」などがある。

共同開催
	 公益社団法人 全国自治体病院協議会
 株式会社 自治体病院共済会

お申し込み
フォームへ

▼
議
長

▽
阪
南 
中
村
秀
人（
10・9
）

▽
射
水 
奈
田
安
弘（
11・25
）

▽
東
御 
山
崎
康
一（
11・25
）

▽
須
崎 

土
居
信
一（
11・25
）

▽
舞
鶴 

肝
付
隆
治（
11・27
）

▽
南
相
馬 

鈴
木
昌
一（
11・29
）

▽
南
砺 

石
川
　
弘（
11・29
）

▽
大
月 

相
馬
　
力（
11・29
）

▽
防
府 

安
村
政
治（
11・29
）

▽
滑
川 

竹
原
正
人（
12・2
）

▽
香
芝 

中
村
良
路（
12・2
）

▽
阿
南 

湯
浅
隆
浩（
12・2
）

▽
い
す
み 

久
我
　
司（
12・3
）

▽
安
芸
高
田

 

石
飛
慶
久（
12・3
）

▽
八
幡
浜

 

佐
々
木
加
代
子（
12・3
）

▼
副
議
長

▽
阪
南 

見
本
栄
次（
10・9
）

▽
射
水 

不
後
　
昇（
11・25
）

▽
東
御 

大
塚
博
文（
11・25
）

▽
須
崎 

髙
橋
祐
平（
11・25
）

▽
舞
鶴 

野
瀬
貴
則（
11・27
）

▽
狭
山 

笹
本
英
輔（
11・28
）

▽
南
相
馬 

小
川
尚
一（
11・29
）

▽
南
砺 

山
本
勝
徳（
11・29
）

▽
防
府 

藤
村
こ
ず
え（
11・29
）

▽
高
岡 

高
岡
宏
和（
12・2
）

▽
香
芝 
筒
井
　
寛（
12・2
）

▽
阿
南

 

佐
々
木
志
滿
子（
12・2
）

▽
い
す
み 
太
田
雅
彦（
12・3
）

▽
安
芸
高
田

 

秋
田
雅
朝（
12・3
）

▼
事
務
局
長

▽
射
水 

松
下
勝
彦（
4・1
）

▽
東
御 

織
田
秀
雄（
4・1
）

市議会が進める独自の取組を毎月紹介す
る時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。

12月は愛媛県新居浜市が取り組む「市
民の声を市政に届ける「市民との意見交換
会」」を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革
の取組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 愛媛県新居浜市

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

議
会
人
事

新
庁
舎
落
成

▽
国
分
寺
市
（
東
京
都
）

〒
１
８
５
―
８
５
０
１

国
分
寺
市
泉
町
２
―
２
―
18

☎
０
４
２
―
３
１
２
―
８
７
０
６

フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変
更
な
し

※
新
住
所
・
新
電
話
番
号
は

１
月
１
日
か
ら

議
場
に
は
一
般
傍
聴
席
の

ほ
か
子
連
れ
で
傍
聴
可
能
な

親
子
傍
聴
席
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
を
実
現
し
て
い
る
。

議場
（写真提供＝国分寺市）

国分寺市役所新庁舎
（写真提供＝国分寺市）

https://www.jmha.or.jp/jmha/
https://www.jichikyo.co.jp/
mailto:%20t-support%40jichikyo.co.jp?subject=
https://www.jichikyo.co.jp/form24/
https://www.jichikyo.co.jp/form24/
https://www.jichikyo.co.jp/form24/
https://www.jmha.or.jp/jmha/
https://www.jichikyo.co.jp/
https://www.jichikyo.co.jp/form24/
https://www.jichikyo.co.jp/form24/
https://www.jichikyo.co.jp/form24/
https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html

